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十
二
月
八
日
、
自
民
党
、
公
明
党

は
「
平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
大

綱
」
を
決
定
し
た
。
医
療
機
関
に
お

け
る
控
除
対
象
外
消
費
税
問
題
に
つ

い
て
は
、『
医
療
に
係
る
消
費
税
等

の
税
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
消

費
税
率
が
一
〇
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
ま
で
に
、
医
療
機
関
の
仕
入
れ
税

額
の
負
担
及
び
患
者
等
の
負
担
に
十

分
に
配
慮
し
、
関
係
者
の
負
担
の
公

平
性
、
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
抜
本

的
な
解
決
に
向
け
て
適
切
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
実
態

の
正
確
な
把
握
を
行
い
つ
つ
、
医
療

保
険
制
度
に
お
け
る
手
当
の
あ
り
方

の
検
討
等
と
あ
わ
せ
て
、
医
療
関
係

者
、
保
険
者
等
の
意
見
、
特
に
高
額

な
設
備
投
資
に
か
か
る
負
担
が
大
き

い
と
の
指
摘
等
も
踏
ま
え
、
総
合
的

に
検
討
し
、
結
論
を
得
る
。』
と
記

載
さ
れ
た
。
ま
た
、
認
定
医
療
法
人

制
度
（
持
分
あ
り
医
療
法
人
か
ら
持

分
な
し
医
療
法
人
へ
の
移
行
計
画
の

認
定
を
受
け
た
医
療
法
人
に
対
す
る

相
続
税
・
贈
与
税
の
納
税
猶
予
等
の

特
例
措
置
）
に
つ
い
て
、
平
成
十
八

年
度
医
療
法
等
改
正
法
の
改
正
を
前

提
に
、
贈
与
税
非
課
税
措
置
が
講
じ

ら
れ
、
適
用
期
限
が
三
年
延
長
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
医
療

機
器
に
係
る
特
別
償
却
制
度
の
適
用

期
限
も
二
年
延
長
と
な
っ
た
。
来
年

度
税
制
改
正
へ
向
け
て
の
議
論
に
お

い
て
、
日
医
連
（
日
医
）
役
員
が
与

党
国
会
議
員
へ
地
道
な
働
き
か
け
を

行
い
、
都
道
府
県
医
師
連
盟
か
ら
も

地
元
国
会
議
員
へ
の
働
き
か
け
を
行

っ
た
結
果
、
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

世界医師会次期会長就任を報告
 医療分野での研究開発に対する総理大臣賞の創設を要請

横倉日医連委員長、安倍内閣総理大臣と会談

会
談
で
は
、
横
倉
委
員
長
か
ら
、

世
界
医
師
会
次
期
会
長
に
決
ま
っ
た

こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
最
近
の

医
療
政
策
の
課
題
と
し
て
、
か
か
り

つ
け
医
の
普
及
、
中
央
教
育
審
議
会

の
委
員
に
学
校
医
を
加

え
る
こ
と
の
有
用
性
を

説
明
。
さ
ら
に
「
近
年

日
本
人
が
ノ
ー
ベ
ル
医

学
・
生
理
学
賞
を
受
賞

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

わ
が
国
に
お
い
て
も
医

療
分
野
に
お
け
る
す
ぐ

れ
た
研
究
開
発
に
対
す

る
総
理
大
臣
か
ら
の
賞

を
創
設
し
、
研
究
者
の

励
み
と
な
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
」
と
、
要
請

を
行
っ
た
。
安
倍
総
理

は
横
倉
委
員
長
か
ら
の

説
明
に
理
解
を
示
し
た

う
え
で
、「
日
本
の
医

療
研
究
の
向
上
に
貢
献

し
た
方
へ
の
賞
の
創
設

に
つ
い
て
ぜ
ひ
、
前
向
き
に
取
り
組

み
た
い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
の
ち
、

二
〇
一
七
年
度
か
ら
「
内
閣
総
理
大

臣
賞
」
の
創
設
を
検
討
す
る
と
い
う

具
体
的
な
動
き
が
出
て
き
た
。

安倍総理と会談　首相官邸にて

世界医師会次期会長に決まったことを報告

平
成
29
年
度
税
制
改
正
大
綱
決
ま
る

　11月9日、横倉義武日本医師連盟委員長は首相官邸へ安倍
晋三内閣総理大臣を訪ね、会談を行い、世界医師会次期会長
に選出されたことを報告した。世界医師会会長の任期は2017
年10月から1年間。

横倉委員長
 二階自民党幹事長へ申し入れ

十
二
月
六
日
、
横
倉
義
武
日
本
医

師
連
盟
委
員
長
は
自
民
党
本
部
に
二

階
俊
博
幹
事
長
を
訪
ね
、
平
成
二
十

九
年
度
予
算
編
成
、
薬
価
算
定
の
見

直
し
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。『
①

平
成
二
十
九
年
度
予
算

に
お
い
て
は
、
医
療
に

お
け
る
適
切
な
財
源
を

確
保
し
、
平
成
三
十
年

度
の
同
時
改
定
時
に
財

源
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
。
②
高
齢
者
の
自
己

負
担
増
に
つ
い
て
は

低
・
中
所
得
者
へ
十
分

配
慮
す
る
こ
と
。
③
薬

価
の
算
定
見
直
し
に
つ

い
て
は
経
済
財
政
諮
問

会
議
の
主
導
で
は
な

く
、
厚
生
労
働
省
中
央

社
会
保
険
医
療
協
議
会

主
導
で
行
う
こ
と
、
毎

年
改
定
は
行
わ
な
い
こ
と
』
な
ど
を

要
請
し
た
。
二
階
幹
事
長
か
ら
は
、

「
ご
意
見
を
承
っ
た
。
今
後
十
分
に

検
討
を
行
っ
て
い
く
」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

（左から）吉川貴盛衆議院議員、横倉義武日医連委員長、 
二階俊博自民党幹事長、林幹雄幹事長代理
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十
一
月
二
十
九
日
夜
、
自
民
党
の

医
療
関
係
の
資
格
を
も
つ
議
員
の
会

で
あ
る
「
カ
ト
レ
ア
会
」（
会
長
＝

鴨
下
一
郎
衆
議
院
議
員
（
医
師
）、

メ
ン
バ
ー
は
別
表
参
照
）
が
七
月
の

参
議
院
議
員
選
挙
後
初
め
て
開
催
さ

れ
た
。

日
医
連
か
ら
は
、
横
倉
委
員
長
は

じ
め
七
名
の
役
員
が
出
席
し
、医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
理

学
療
法
士
、
臨
床
検
査
技
師
の
資
格

を
有
す
る
議
員
、
関
係
団
体
と
医
療

政
策
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
今
回
は
七
月
の
参
議
院
議
員
選

挙
で
初
当
選
し
た
三
名
が
新
入
会
員

と
し
て
紹
介
を
受
け
た
。
ま
た
、
佳

境
を
迎
え
て
い
た
平
成
二
十
九
年
度

税
制
改
正
、
予
算
編
成
に
つ
い
て
国

民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
、

医
療
提
供
者
が
安
心
し
て
医
療
が
提

供
で
き
る
仕
組
み
、
財
源
の
確
保
の

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
出
席

議
員
、
関
係
団
体
間
で
熱
い
議
論
が

交
わ
さ
れ
、問
題
意
識
を
共
有
し
た
。

（衆議院）
資格 氏名 選挙区

1 医師 鴨下　一郎 東京13

2 医師 冨岡　勉 長崎1

3 医師 赤枝　恒雄 比例東京

4 医師 今枝　宗一郎 愛知14

5 医師 勝沼　栄明 比例東北

6 医師 小松　裕 比例北陸信越

7 医師 新谷　正義 比例中国

8 医師 三ツ林　裕巳 埼玉14

9 医師 大隈　和英 比例近畿

10 歯科医師 白須賀　貴樹 千葉13

11 歯科医師 比嘉　奈津美 比例九州

12 歯科医師 渡辺　孝一 比例北海道

13 薬剤師 松本　純 神奈川1

14 薬剤師 とかしき　なおみ 大阪7

15 看護師 あべ　俊子 比例中国

16 看護師 木村　弥生 比例北関東

十
一
月
二
十
二
日
、
日
本
医
師
連

盟
と
自
民
党
の
中
堅
・
若
手
議
員
と

の
医
療
政
策
に
関
す
る
勉
強
会
、「
医

療
政
策
研
究
会
」（
会
長
＝
武
見
敬

三
参
議
院
議
員
）
が
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
代
理
を

含
む
八
十
五
名
の
国
会
議

員
が
出
席
し
、
日
医
連
か

ら
は
役
員
と
東
京
都
医
師

政
治
連
盟
の
役
員
が
出
席

し
た
。

冒
頭
、
武
見
会
長
か
ら

横
倉
義
武
日
医
連
委
員
長

（
日
医
会
長
）
が
世
界
医

師
会
次
期
会
長
に
選
出
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
祝
意
が

述
べ
ら
れ
、
次
の
よ
う
な

挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
今
、
ま
さ
に
来
年
度

（
平
成
二
十
九
年
度
）
予

算
編
成
の
詰
め
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
厚
生
労

働
省
よ
り
状
況
を
説
明
い

た
だ
き
、
意
見
交
換
を
行

っ
た
の
ち
、
医
療
政
策
研

究
会
と
し
て
の
決
議
案
を
ご
議
論
い

た
だ
き
、
と
り
ま
と
め
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
」

続
い
て

横
倉
日
医

連
委
員
長

は
、
世
界

医
師
会
次

期
会
長
選

出
の
祝
意

に
対
し
謝

意
を
述
べ

た
の
ち
、

「
財
政
制

度
等
審
議

会
が
『
平

成
二
十
九

年
度
予
算

の
編
成
等

に
関
す
る

建
議
』
を

第19回　医療政策研究会

来年度予算・
    税制に関する決議を採択

第19回医療政策研究会開かれる

日医連役員と自民党医師国会議員

ま
と
め
、
平
成
二
十
九
年
度
の
社
会

保
障
関
係
費
の
自
然
増
に
つ
い
て

『
五
千
億
円
以
内
に
抑
え
る
べ
き
』

と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

数
字
あ
り
き
の
議
論
を
す
る
べ
き
で

な
い
。
ま
た
、
平
成
三
十
年
の
医
療
、

介
護
報
酬
の
同
時
改
定
に
影
響
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
七
十
歳
以
上
の

高
額
療
養
費
の
見
直
し
、
入
院
時
の

居
住
費
（
光
熱
水
費
相
当
額
）
の
引

き
上
げ
、
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽

減
特
例
の
見
直
し
等
が
話
題
に
上
っ

て
い
る
が
、
低
所
得
者
へ
の
十
分
な

配
慮
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
国
民

が
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
時
、

安
心
感
を
与
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
い
ざ
と
い
う
時
に

必
要
な
医
療
が
受
け
ら

れ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
全
国
の

医
療
機
関
で
三
百
万
人

以
上
が
働
い
て
い
る
の

で
、
医
療
・
介
護
の
適

切
な
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
は
国
内
経
済
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
。
厳
し
い
財
政

事
情
は
承
知
し
て
い
る
が
、
国
民
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
適
切
な
財
源
確
保
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

厚
労
省
よ
り
予
算
編
成
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
活
発
な
議
論
が

続
い
た
。

そ
の
の
ち
、
平
成
二
十
九
年
度
予

算
編
成
・
税
制
改
正
に
向
け
た
決
議

案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
採
択
さ
れ
た
（
決
議
：
別

掲
）。決議

は
十
一
月
三
十
日
、
二
階
俊

博
自
民
党
幹
事
長
、
菅
義
偉
内
閣
官

房
長
官
、
塩
崎
恭
久
厚
生
労
働
大
臣

に
手
渡
さ
れ
た
。

日医連の考えを述べる横倉委員長

左から　吉川貴盛事務局長、武見敬三会長、西川公也副会長

「カトレア会」メンバー	 平成28年11月28日現在

（参議院）
資格 氏名 選挙区

1 医師 古川　俊治 埼玉県

2 医師 羽生田　俊 比例

3 医師 自見　はなこ 比例

4 歯科医師 関口　昌一 埼玉県

5 歯科医師 石井　みどり 比例

6 歯科医師 島村　大 神奈川

7 薬剤師 藤井　基之 比例

8 看護師 髙階　恵美子 比例

9 看護師 石田　昌宏 比例

10 臨床検査技師 伊達　忠一 北海道

11 臨床検査技師 宮島　喜文 比例

12 理学療法士 小川　克巳 比例

（順不同・敬称略）

決 議
　平成30年度の医療と介護の同時改定に向け、改革を継続し、
世界に誇るべき「国民皆保険」を持続可能なものとするため、
平成29年度予算及び税制改正大綱、さらには今後の国会審議
について、以下の事項を強く要求する。
一、�社会保障費の自然増が約6400億円と見込まれる中、医療

における適切な財源を確保すること。その際、平成30年
度の同時改定時に財源が圧迫されることのないようにす
ること。

一、�医師偏在の解消については、医学部教育、臨床研修、専
門医研修の一貫した医師養成によるプロフェッショナ
ル・オートノミーを主体とし、規制的手法については最
小限とすること。

一、�厚生労働省所管の薬価算定機構を新設するなど、薬価算
定の仕組みについて根本的な見直しを図ること。

一、�医療が必要な患者に対して受診抑制を招くことから、必
要な診療科の受診を抑制する受診時定額負担を導入しな
いこと。

一、�高齢者の自己負担の増加については、低所得者に十分配
慮すること。

一、�速やかに医療機関等の消費税負担をめぐる問題の解決を
図ること。

　　‌�その措置が施行されるまでの問、設備投資に対する税制
措置を講ずること。

以上、決議する。
平成28年11月22日

医療政策研究会

「
カ
ト
レ
ア
会
」
開
催

決議を菅義偉内閣官房長官へ提出する
医療政策研究会メンバー
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